"Katori monjo" (香取文書) in the Library Collections by 渡辺 智裕
の
編
で
「
香
取
文
書
」
国
書
編
1
4
し
16
古
文
書
大
学
の
設
立
母
体
に
関
わ
ら
ず
、
大
学
所
蔵
お
よ
び
保
管
の
古
文
書
・
古
典
籍
は
基
本
的
に
は
国
民
の
税
金
に
よ
っ
て
管
理
・
運
営
さ
れ
て
い
る
以
上
、
す
ぐ
れ
て
公
共
性
の
高
い
文
化
財
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
（蛇
足
な
が
ら
付
け
加
え
れ
ば
、
元
来
税
金
で
あ
る
私
学
助
成
金
を
国
家
か
ら
享
受
し
て
い
る
私
立
大
学
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
）。
か
か
る
認
識
の
高
ま
り
や
戦
後
の
関
係
諸
学
会
の
努
力
と
民
王
化
に
伴
い
、
そ
の
活
字
翻
刻
•
影
印
版
に
よ
る
刊
行
や
原
本
の
公
開
が
と
み
に
進
ん
で
き
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
箪
者
は
一
九
八
二
年
か
ら
一
九
九
三
年
ま
で
の
動
向
を
概
観
し
、
石
井
進
氏
編
『
長
福
寺
文
書
の
研
究
（東
京
大
学
文
学
部
布
施
基
金
学
術
叢
（
］
）
 
書
1
)
』
に
関
す
る
拙
い
紹
介
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
『早
稲
田
大
学
所
蔵
荻
野
研
究
室
収
集
文
書
さ
て
、
周
知
の
よ
う
に
本
館
所
蔵
の
古
代
・
中
世
の
古
文
書
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
「
荻
野
研
究
室
収
集
文
書
」
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
上
・
下
』
と
し
て
一
九
七
八
•
八
0
年
に
「
花
押
•
印
章
集
」
を
付
し
て
活
字
翻
刻
さ
れ
、
さ
ら
に
前
者
に
「
早
稲
田
大
学
固
書
館
収
集
文
書
」
を
加
え
て
『
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
(3
)
 
集
一
ー
三
」
『
同
32
近
世
古
文
書
集
』
と
し
て
一
九
八
五
年
か
ら
一
九
九
一
年
に
か
け
て
影
印
版
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
所
蔵
す
る
古
代
・
中
世
の
古
文
書
の
大
半
を
居
な
が
ら
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
刊
行
に
よ
(4
)
 
り
従
来
不
詳
で
あ
っ
た
文
書
の
発
給
者
や
証
判
者
な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
‘
基
礎
的
な
研
究
の
進
展
が
み
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
に
つ
い
て
渡
辺
智
裕
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「
香
取
文
哲
」
に
つ
い
て
(
5
)
 
こ
れ
ら
の
書
物
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
含
め
て
館
蔵
の
文
書
に
つ
い
て
は
柴
辻
俊
六
氏
の
詳
細
な
案
内
が
あ
り
、
そ
れ
に
付
さ
れ
て
い
る
「
図
書
館
収
集
古
文
書
一
覧
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
れ
か
ら
述
べ
る
こ
と
は
、
世
1
』
第
二
編
一
し
三
号
文
書
の
注
・
解
説
を
執
箪
す
る
際
に
気
付
い
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
の
「香
取
文
書
」
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
知
見
で
あ
る
。
現
在
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
は
小
杉
檻
祁
の
蒐
集
文
書
で
あ
る
「
諸
国
文
書
下
巻
十
五
通
）
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
檻
那
の
自
籠
題
袋
「
諸
国
文
書
文
書
上
」
「
諸
国
文
書
上
・
下
」
二
巻
の
巻
子
本
三
十
三
通
（
上
巻
十
八
通
、
(
6
)
 
下
」
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
「
諸
国
上
」
の
巻
末
に
は
檻
祁
の
蔵
書
印
二
顆
（
印
文
「
椙
園
」
「
檻
祁
」
）
が
、
「
諸
国
文
書
「
杉
園
蔵
」
「
梱
村
」
）
が
、
巻
末
に
は
蔵
書
印
二
顆
（
印
文
「
杉
園
」
「
梱
祁
」
）
が
、
各
々
据
え
ら
れ
て
い
る
。
「
諸
国
文
書
」
を
旧
蔵
者
別
に
み
る
と
、
内
容
・
充
所
な
ど
に
よ
り
「香
取
文
書
」
「高
野
山
文
書
」
「
東
大
寺
文
書
」
「
東
寺
文
書
」
「法
隆
寺
文
書
」
「
金
沢
文
庫
文
書
」
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
植
祁
は
蒐
集
文
書
を
「
諸
国
文
書
」
に
仕
立
て
、
そ
れ
は
明
治
末
年
頃
に
は
旧
藩
王
阿
波
徳
島
藩
蜂
須
賀
家
の
文
庫
で
あ
る
「
阿
波
国
文
庫
」
に
吸
収
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
戦
後
の
混
乱
期
に
蜂
須
賀
家
が
没
落
し
た
こ
と
に
よ
り
「
阿
波
国
文
庫
」
の
古
文
書
・
古
典
籍
が
巷
間
に
流
失
し
、
こ
れ
ら
が
荻
野
三
七
彦
氏
の
目
に
留
ま
り
、
流
転
し
て
い
た
古
文
書
が
早
稲
田
大
学
に
安
住
の
地
を
得
た
の
で
あ
る
。
問
題
の
「
香
取
文
書
」
二
通
は
「
諸
国
文
書
が
次
に
掲
げ
る
文
書
で
あ
る
。
(7
)
 
①
香
取
社
副
祝
中
臣
吉
氏
寄
進
状
〔
椿
紙
、
縦
三
一
七
x
横
四
一
六
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
〕
（敬
）
（
下
総
国
）
□
白
香
取
大
明
神
上
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
下
」
の
巻
頭
に
は
蔵
書
印
二
顆
（
印
文
一
九
九
三
年
に
『北
区
史
資
料
編
古
代
中
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「香
取
文
書
」
に
つ
い
て
[
二
進
叶
ぃ
内
若
栗
水
田
参
段
IJ、
右
、
件
水
田
参
段
下
地
者
御
垂
遊
以
降
、
為
吉
氏
重
代
名
相
偉
手
作
°
、
而
毎
年
三
月
御
神
事
木
立
三
御
祠
料
（中
臣
吉
氏
裏
花
押
）
田
也
、
而
為
公
家
関
東
御
祈
藉
年
帝
品
頂
自
丑
年
作
毛
所
奉
ー
寄
進
之
一
也
、
然
者
常
社
内
院
大
神
主
中
臣
重
久
為
手
作
、
彼
木
立
御
祠
大
脱
壺
可
被
勤
仕
、
此
外
者
所
令
停
止
万
雑
公
事
也
、
至
子
吉
氏
子
々
孫
々
守
彼
状
勿
違
失
、
伯
為
末
代
寄
進
状
件
如
、
正
安
三
年
鰐麟
五
月
廿
五
日
＿宮
司
散
＿
位
大
中
臣
朝
臣
（
花
押
）
大
祢
宜
大
中
臣
朝
臣
（
花
押
）
※
単
郭
方
朱
印
•
陽
文
「
香
取
宮
印
」
（
縦
四
八
x
横
四
六
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
(
B
)
 
葛
西
経
蓮
（
清
経
）
書
状
〔
拷
紙
、
縦
二
九
O
X
横
三
五
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
〕
副
祝
中
一臣
吉
氏
＿（
花
押
）
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（大）太
祢
宜
殿
恐
々
謹
言
、
（葛
西
消
経
）
経
蓮
（
花
押
）
沙
汰
候
、
但
ミ
す
は
、
鎌
倉
へ
可
誂
候
之
間
、
公
心
承
た
＜
候
、
寸
法
次
第
、
委
注
給
、
可
致
短
井
御
殿
内
御
障
子
帳
十
月
廿
七
日
①
•
②
と
も
に
い
わ
ゆ
る
「
香
取
社
旧
蔵
文
書
」
で
あ
る
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
充
所
や
内
容
か
ら
大
稲
宜
家
旧
蔵
文
書
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
近
世
後
期
の
国
学
者
で
あ
る
色
川
三
中
は
弘
化
二
年
(
-
八
四
五
）
か
ら
嘉
永
元
年
(
-
八
四
(9
)
 
八
）
に
か
け
て
香
取
社
の
神
職
諸
家
や
そ
れ
に
関
係
す
る
諸
所
に
伝
わ
る
文
書
な
ど
を
悉
皆
調
査
し
て
模
写
し
て
い
る
。
三
中
が
作
成
し
た
徴
古
資
料
で
あ
る
『香
取
文
書
』
（
請
求
番
号
七
〇
函
七
架
）
は
現
在
静
嘉
堂
文
庫
の
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
試
み
に
こ
れ
を
検
索
す
れ
ば
、
①
は
「
香
取
大
祢
宜
家
文
書
壼
」
十
丁
表
し
十
一
丁
裏
に
、
②
は
「
香
取
大
祢
宜
家
文
書
四
」
一
丁
表
・
裏
に
、
そ
れ
い
ず
れ
も
元
来
は
香
取
社
大
禰
宜
家
所
蔵
文
書
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
新
見
正
路
は
色
ぞ
れ
模
写
さ
れ
て
お
り
、
香
取
文
書
二
』
（
東
京
大
学
史
料
編
煤
所
架
蔵
影
写
本
）
三
十
丁
表
・
裏
に
写
川
三
中
に
先
立
ち
（
少
な
く
と
も
嘉
永
元
年
六
月
二
十
七
日
以
前
）
直
接
も
し
く
は
間
接
に
大
礁
宜
家
所
蔵
文
書
を
調
査
し
て
お
り
、
②
し
ろ
は
新
見
正
路
の
所
蔵
文
書
で
あ
る
E
賜
蓋
文
庫
文
書
24
（
下
総
国
香
取
社
）
正
神
殿
御
簑
寸
法
長
- 74 -
「
香
取
文
古
」
に
つ
い
て
で
あ
る
ら
し
い
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
さ
れ
て
い
る
。
『
賜
蓋
文
庫
文
書
45
』
に
「
中
山
信
名
模
写
古
文
書
」
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
、
正
路
は
中
山
信
名
か
ら
一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
）
に
小
杉
檻
祁
が
調
査
し
た
際
に
蒐
集
し
た
も
の
香
取
社
関
係
の
文
書
の
情
報
や
写
し
を
得
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
は
何
時
頃
①
・
②
が
大
禰
宜
家
か
ら
流
失
し
た
の
で
あ
ろ
(IO) 
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
中
井
信
彦
氏
の
研
究
に
拠
れ
ば
、
と
こ
ろ
で
、
②
の
発
給
者
は
こ
れ
ま
で
単
に
「
経
蓮
」
と
い
う
法
名
で
呼
ば
れ
て
き
た
が
、
そ
の
人
物
比
定
を
試
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
②
は
正
神
殿
の
御
貴
と
障
子
の
調
進
と
い
う
内
容
か
ら
香
取
社
の
正
神
殿
の
造
営
を
差
配
す
る
人
物
で
、
お
よ
び
法
名
が
経
蓮
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
発
給
者
は
文
永
八
年
(
―
二
七
一
）
十
二
月
十
日
に
遷
宮
し
た
と
き
の
正
神
殿
雑
掌
葛
西
清
経
で
あ
る
こ
と
が
確
定
さ
(
1
)
 
れ
る
。
②
は
清
経
が
出
家
し
て
法
名
を
名
乗
る
初
見
文
書
で
あ
り
、
建
長
八
年
（
康
元
元
、
l
二
五
六
）
八
月
十
五
日
の
時
点
で
は
ま
だ
出
(12) 
家
し
て
い
な
い
。
清
経
は
葛
西
清
重
の
孫
で
、
葛
西
清
親
の
嫡
男
で
あ
り
、
弟
に
は
「
伯
者
四
郎
左
衛
門
尉
光
清
」
が
い
た
。
清
経
自
身
は
「
伯
著
左
衛
門
三
郎
」
「
伯
者
三
郎
」
「
伯
者
新
左
衛
門
尉
」
な
ど
を
称
し
て
い
た
。
蛇
足
な
が
ら
、
②
は
竹
内
理
三
氏
編
『
鎌
倉
遺
文
(13) 
〈古
文
書
編
1
し
42
．
補
遺
1
ー
4
〉』
や
葛
西
氏
関
係
史
料
を
博
捜
し
た
石
巻
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
石
巻
の
歴
史
8
資
料
編
(
H
)
（
15) 
2
』
な
ど
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
近
時
長
塚
孝
氏
は
優
れ
た
分
析
に
よ
り
鎌
倉
時
代
の
葛
西
宗
清
の
発
給
文
書
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
そ
の
父
に
当
た
る
の
が
②
の
葛
西
清
経
（
経
蓮
）
な
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
管
見
の
限
り
で
は
鎌
倉
時
代
の
葛
西
氏
の
発
給
文
書
が
二
通
判
明
し
た
こ
と
に
な
り
、
東
京
の
中
世
を
考
え
る
上
で
重
要
な
文
書
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
鎌
倉
時
代
の
葛
西
氏
の
嫡
流
は
三
郎
清
重
（
定
蓮
）
、
壱
岐
三
郎
清
親
（
行
蓮
）
、
伯
者
三
郎
清
経
（
経
蓮
）
、
伯
者
三
郎
宗
清
（
明
蓮
）
、
伊
豆
三
郎
清
貞
（
法
名
不
詳
）
と
い
け
み
よ
う
う
よ
う
に
仮
名
が
「
三
郎
」
、
法
名
に
よ
く
使
わ
れ
る
「
蓮
」
の
字
が
付
く
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
経
蓮
の
場
合
は
実
名
「
清
経
」
の
一
字
で
あ
る
「
経
」
の
字
と
代
々
法
名
に
付
く
「
蓮
」
の
字
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
な
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
②
は
い
わ
ゆ
る
無
年
号
文
書
で
あ
り
、
史
料
の
背
景
を
探
る
た
め
に
お
お
よ
そ
の
年
次
比
定
を
試
み
た
い
と
思
う
。
②
の
無
年
号
文
書
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(16
)
（
17
)
 
の
年
次
は
、
上
限
は
正
神
殿
山
口
祭
が
執
り
行
な
わ
れ
た
文
永
二
年
四
月
十
六
日
、
下
限
は
遷
宮
が
完
了
し
た
文
永
八
年
十
二
月
十
日
以
前
の
七
年
間
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
限
定
す
れ
ば
、
清
経
が
香
取
社
大
禰
宜
に
対
し
て
正
神
殿
の
御
簑
寸
法
や
内
殿
の
障
子
帳
寸
法
を
詳
し
く
注
進
さ
せ
、
御
簾
は
鎌
倉
か
ら
取
り
寄
せ
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
遷
宮
以
前
の
文
永
六
•
七
年
頃
が
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。
御
簾
を
鎌
倉
に
求
め
て
い
る
の
は
都
市
鎌
倉
に
住
む
優
能
な
職
人
の
存
在
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
以
上
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
の
「
香
取
文
書
」
に
つ
い
て
そ
の
伝
来
や
元
来
の
所
蔵
者
や
人
物
比
定
な
ど
に
つ
い
て
雑
駁
な
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
こ
こ
で
結
論
は
再
論
し
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
考
察
が
で
き
る
の
も
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
古
文
書
を
翻
刻
•
影
印
版
な
(18
)
 
ど
に
よ
り
公
開
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
荻
野
家
か
ら
個
人
所
蔵
文
書
が
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
整
理
が
済
み
次
第
関
係
各
位
の
御
英
断
に
よ
り
、
何
ら
か
の
方
法
に
よ
っ
て
公
開
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
の
は
私
一
人
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
注
(
1
)
拙
稿
「
〈
書
評
と
紹
介
〉
石
井
進
編
「
長
福
寺
文
書
の
研
究
」
（
東
京
大
学
文
学
部
布
施
基
金
学
術
叢
書
l
)
J
 
(
「
古
文
書
研
究
』
第
3
8
号
、
一
九
九
四
年
）
。
(
2
)
早
稲
田
大
学
図
書
館
編
「早
稲
田
大
学
所
蔵
荻
野
研
究
室
収
集
文
書
上
」
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
）
同
編
「同
下
」
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
0
年）
。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
「早
荻
上
』
「
早
荻
下
」
と
略
す
。
(
3
)
福
井
俊
彦
氏
編
「
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
国
書
編
14
古
文
書
集
一
」（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
五
年
）
、
瀬
野
精
一
郎
氏
編
「同
15
古
文
書
集
二
」（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
六
年
、
以
下
「早
影
15
j
と
略
す
）
、
瀧
澤
武
雄
氏
編
「同
1
6
古
文
書
集
三
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
六
年
）
、
瀧
濁
武
雄
氏
編
「同
3
2
近
世
古
文
書
集
』
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
九
一
年
）
。
(
4
)
例
え
ば
、
結
城
白
川
文
書
の
（
年
未
詳
）
霜
月
晦
日
付
兵
部
大
輔
隆
家
書
状
（
「早
荻
下
j
八
九
一
号
・
「早
影
1
6
」
一
四
一
号
）
よ
し
ま
に
つ
い
て
渡
部
正
俊
氏
は
天
文
十
九
年
(
-五
五
O
)
頃
の
好
嶋
隆
家
の
発
給
文
書
で
あ
る
こ
と
を
確
定
し
て
い
る
（
同
「
戦
国
大
名
白
河
結
城
義
親
に
つ
い
て
」
小
林
清
治
先
生
還
暦
記
念
会
編
「福
島
地
方
史
の
展
開
j
、
名
著
出
版
、
一
九
八
五
年
、
所
収
）
。
そ
の
後
渡
部
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「
香
取
文
害
」
に
つ
い
て
氏
は
同
文
書
の
年
次
を
天
文
二
十
年
頃
と
修
正
さ
れ
て
い
る
（
福
島
県
白
河
市
編
「白
河
市
史
五
資
料
編
2
古
代
中
世
」
、
福
島
県
白
河
市
、
一
九
九
一
年
）
。
結
城
白
川
文
書
の
（
年
未
詳
）
修
理
大
夫
政
友
書
状
（
『
早
荻
下
j
八
九
二
号
・
『
早
影
16j
―
四
二
号
）
に
つ
い
て
は
東
京
都
北
区
史
編
祉
に
伴
う
原
本
調
査
の
結
果
、
応
仁
元
年
(
-
四
六
七
）
九
月
七
日
か
ら
文
明
五
年
(
-
四
七
三
）
十
一
月
二
十
四
日
ま
で
の
扇
谷
上
杉
政
真
の
発
給
文
習
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
（
東
京
都
北
区
史
編
募
調
査
会
絹
「北
区
史
資
料
編
古
代
中
世
l
」
二
0
―二
号
、
東
京
都
北
区
、
一
九
九
四
年
、
以
下
「北
l
」
と
略
す
）
。
下
野
島
津
文
書
の
康
永
二
年
（
ニ
ニ
四
三）
十
二
月
日
付
島
津
忠
政
瘤
到
軍
忠
状
（
「早
荻
下
j
七
0
九
号
・
「早
影
15
」
二
六
九
号
）
お
よ
び
康
永
三
年
正
月
日
付
島
津
佐
忠
着
到
軍
忠
状
（
「早
荻
下
」
七
0
九
号
・
『早
影
15
」
二
七
O
)
の
証
判
者
に
つ
い
て
磯
崎
達
朗
氏
は
高
（
三
戸
）
師
親
と
推
測
し
て
お
り
（
同
「
初
期
鎌
倉
府
再
考
|
|
南
ギ
北
朝
初
期
の
「鎌
倉
府
執
事
」
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
」
「史
学
」
六
一
巻
第
三
•
四
号
、
一
九
九
二
年
）
、
こ
れ
に
対
し
て
松
本
一
夫
氏
は
磯
崎
説
を
批
判
し
大
平
沙
弥
法
禅
と
推
定
し
て
い
る
（
同
「南
北
朝
初
期
鎌
倉
府
軍
事
体
制
に
関
す
る
一
考
察
」
「古
文
書
研
究
」
第
4
1
.
4
2
合
併
号
、
一
九
九
五
年
）
。
(
5
)
柴
辻
俊
六
氏
「
〈
古
文
書
め
ぐ
り
〉
早
稲
田
大
学
図
書
館
」
（
「
古
文
書
研
究
』
第
34
号
、
一
九
九
一
年
）
。
な
お
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
「
温
故
雑
帖
•
」
の
一
部
は
東
京
都
北
区
史
編
箱
調
査
会
編
「北
区
史
資
料
編
古
代
中
世
2
J
 
(
東
京
都
北
区
、
一
九
九
五
年
）
第
七
編
五
七
一
ー
五
七
六
号
文
書
と
し
て
活
字
翻
刻
お
よ
び
影
印
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
(
6
)
荻
野
三
七
彦
氏
「
古
文
書
蒐
集
と
問
題
点
」
•
同
「
秘
瓶
の
扉
ー
ー
＇
非
公
開
の
問
題
」
（
同
「古
文
書
研
究
I
方
法
と
課
題
ー
j
、
名
著
出
版
、
一
九
八
二
年
、
所
収
）
。
以
下
、
「
諸
国
文
書
」
の
形
態
や
伝
来
に
つ
い
て
の
記
述
は
概
ね
荻
野
氏
の
研
究
に
拠
っ
た
。
(
7
)
「
早
荻
上
」
四
―
二
号
・
「
早
影
15
」
三
四
号
。
(
8
)
「
早
荻
上
」
四
一
三
号
・
言
十
影
15
」
=
―
五
号
。
(
9
)
中
井
信
彦
氏
「
色
川
三
中
の
香
取
文
書
調
査
に
つ
い
て
」
（
「古
文
書
研
究
」
第
23
号
、
一
九
八
四
年
、
後
に
改
稿
し
「
「
香
取
文
書
篠
』
の
編
篠
に
つ
い
て
」
と
改
題
し
て
同
「色
川
三
中
の
研
究
学
問
と
思
想
篇
』
、
塙
書
房
、
一
九
九
三
年
、
所
収
）
。
(10)
前
掲
注
(
9
)
中
井
氏
論
文
。
(11)
「北
l
」
三
号
。「
北
1
」
二
号
で
は
十
七
日
と
す
る
。
(12)
「
吾
妻
鏡
j
康
元
元
年
八
月
十
五
日
条
。
(13)
竹
内
理
三
氏
編
「
鎌
倉
遺
文
〈
古
文
書
編
1
1
4
2
．
補
遺
1
1
4
〉」（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
一
ー
一
九
九
五
年
、
以
下
「鎌
j
と
略
し
、
文
書
名
は
私
見
に
よ
り
適
宜
改
め
た
）
。
(14)
石
巻
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
「石
巻
の
歴
史
8
資
料
編
2
j
（
宮
城
県
石
巻
市
、
一
九
九
二
年
）
。
鎌
倉
時
代
の
葛
西
氏
に
つ
い
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て
の
詳
細
な
通
史
で
あ
る
入
間
田
宣
夫
氏
「
鎌
倉
時
代
の
葛
西
氏
」
（
石
巻
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
石
巻
の
歴
史
6
特
別
史
編
』
、
宮
城
県
石
巻
市
、
一
九
九
二
年
、
所
収
）
で
も
②
に
言
及
さ
れ
て
は
い
な
い
。
以
下
、
葛
西
氏
に
関
す
る
記
述
は
一
部
入
間
田
氏
の
研
究
を
参
照
し
た
。
(
1
5
)
長
塚
孝
氏
「
鎌
倉
・
室
町
期
の
葛
西
地
域
」
葛
飾
区
郷
土
と
天
文
の
博
物
館
編
「東
京
低
地
の
中
世
を
考
え
る
〈葛
飾
区
郷
土
と
天
文
の
博
物
館
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
集
〉」（
名
著
出
版
、
一
九
九
五
年
ー―
月
）
所
収
。
(16)
文
永
二
年
四
月
十
一
日
付
香
取
社
正
神
殿
雑
事
日
時
勘
文
案
（
「
香
取
神
宮
所
蔵
文
書
」
、
『
鎌
倉
13
』
九
二
五
六
号
）
。
(17)
「
北
l
」
三
号
。
(18)
藤
原
秀
之
氏
「
「早
稲
田
大
学
図
魯
館
所
蔵
「荻
野
研
究
室
収
集
文
書
」
特
別
展
j
報
告
」
（
「ふ
み
く
ら
」
38
号、
一
九
九
二
年
）
。
（
付
記
）
調
査
•
閲
究
に
際
し
て
は
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
•
静
嘉
堂
文
庫
・
束
京
大
学
史
料
絹
絣
所
・
早
稲
田
大
学
図
書
館
・
柴
辻
俊
六
氏
の
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。
今
野
慶
信
氏
か
ら
は
「
香
取
社
正
神
殿
雑
事
に
つ
い
て
」
（
『〈
葛
飾
区
郷
土
と
天
文
の
博
物
館
〉
博
物
館
研
究
紀
要
」
第
3
号
、
一
九
九
五
年
）
を
御
恵
贈
頂
い
た
が
、
拙
稿
に
生
か
せ
な
か
っ
た
。
拙
稿
と
重
複
す
る
部
分
も
多
く
、
是
非
参
照
さ
れ
た
い
。（
わ
た
な
べ
の
り
ひ
ろ
福
島
県
歴
史
資
料
館
主
事
兼
学
芸
員
）
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